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平
成

２３
年
度
田
布
施
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
８

８
万
３
千
円
追
加
し
、
予
算

総
額
５４
億
９
７
６
３
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

県
支
出
金

７
８
８
万
３
千
円

集
会
所
施
設
整
備
補
助

１
２
４
万
９
千
円

要
援
護
者
支
援
台
帳
シ
ス
テ

ム
構
築
委
託
料

５
３
８
万
７
千
円

平成 23 年 7 月 22 日 山口県田布施町議会だより 第 110号 本 会 議 （２）

　
平
成
２３
年
６
月
定
例
会
は
６
月
１４
日
か
ら
８
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
町
長
報
告
４
件
及
び
専
決
処
分
６
件
、
予
算
１
件
、
人
事
１
件
の
計
８
件
の

町
長
提
出
議
案
及
び
陳
情
１
件
並
び
に
意
見
書
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

町
長
報
告
及
び
議
案
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　

　
な
お
、
初
日
の
本
会
議
で
は
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

6月定例会

本　　会　　議　（6 月 14 日）

町
長
提
出
議
案

町
長
報
告

○
継
続
費

○
繰
越
明
許
費

　
２１
事
業
２
億
７
７
５
８
万

　
４
千
円
。

○
町
営
住
宅
使
用
料
に
関
す

　
る
債
権
放
棄

○
田
布
施
町
土
地
開
発
公
社

　
事
業
計
画
等

平
成

２２
年
度
田
布
施
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
繰
入
金
を
１
万
４
千
円
増

額
す
る
も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

専
決
処
分

平
成

２２
年
度
田
布
施
町
老
人

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
繰
出
金
を
１
万
４
千
円
増

額
す
る
も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

平
成

２３
年
度
田
布
施
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７５
万

６
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
５４
億
８
９
７
５
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

税
条
例
の
改
正

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
特

例
措
置
を
講
ず
る
等
の
た
め

の
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
も
の
で
す
。【

全
員
賛
成
】

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎

課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額

を
５０
万
円
か
ら
５１
万
円
に
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
に
係
る
課
税
限
度
額
を

１３
万
円
か
ら
１４
万
円
に
、
介

主
な
歳
入

主
な
歳
出

人
　
　
事

予
　
算

護
納
付
金
課
税
額
に
係
る
課

税
に
係
る
課
税
限
度
額
を

１０
万
円
か
ら
１２
万
円
に
改
定

す
る
も
の
で
す
。【

賛
成
多
数
】

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
出
産
育
児
一
時
金
を
本
年

３
月
ま
で
暫
定
措
置
と
し
て

４
万
円
引
き
上
げ
、
３９
万
円

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

以
降
も
引
き
続
き
３９
万
円
と

し
て
恒
久
化
す
る
も
の
で
す
。

【
全
員
賛
成
】

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
事
業

１
２
３
万
４
千
円

不
法
投
棄
等
処
理
委
託
料

１
０
６
万
円

【
賛
成
多
数
】

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

寺
田
真
理
子
氏
を
引
き
続
き

委
員
と
し
て
再
任
す
る
も
の

で
す
。

【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
麻
里
府
地
区
国
道

１
８
８
号
線
の
歩
道
拡
幅
の

陳
情
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
】

　
上
関
原
子
力
発
電
所
建
設

に
関
す
る
意
見
書【

賛
成
多
数
】

　
拡
大
生
産
者
責
任
（
Ｅ
Ｐ

Ｒ
）
と
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
の

法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

【
賛
成
多
数
】

委
員
会
提
出
議
案

陳
　
情



ポ
ジ
ッ
ト
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
対
象
と
な
っ
た
容

器
の
、
高
い
回
収
率
が
期
待

で
き
、
資
源
利
用
の
促
進
や

廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
ポ
イ

捨
て
・
不
法
投
棄
の
防
止
に

対
し
き
わ
め
て
有
効
な
手
段

で
あ
る
。

　
田
布
施
町
議
会
は
、
政
府

に
対
し
、
容
器
包
装
廃
棄
物

の
発
生
抑
制
、
再
利
用
・
再

資
源
化
を
促
進
し
、
循
環
型

社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
提
唱
す
る
拡
大

生
産
者
責
任
、
及
び
デ
ポ
ジ

ッ
ト
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
検
討
し
、
早

期
に
制
度
化
を
図
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９

条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
２３
年
６
月
２１
日

　
　
山
口
県
田
布
施
町
議
会

【
全
員
賛
成
】

総
務
文
教

経
済
厚
生

山口県田布施町議会だより 第 110号平成 23年 7 月 22日（３）委員会レポート

総務文教委員会（6 月 17 日）

経済厚生委員会（6 月 16 日）

総
務
文
教
委
員
会
は
６
月
１７
日
に
開
催
し
、
専
決
処
分
３
件
、

予
算
１
件
、
を
審
査
し
ま
し
た
。

経
済
厚
生
委
員
会
は
６
月
１６
日
に
開
催
し
、
専
決
処
分
３
件
、

陳
情
１
件
、
意
見
書
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

２２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

【
全
員
賛
成
】

２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
全
員
賛
成
】

税
条
例
の
一
部
改
正

【
全
員
賛
成
】

専
決
処
分

専
決
処
分

予
　
　
算

陳
　
情

意
見
書

２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

【
全
員
賛
成
】

老
人
医
療
特
別
会
計
補
正

（
第
２
号
）

繰
出
金
１
万
４
千
円
増
額
で

４
４
９
万
４
千
円
と
す
る

【
全
員
賛
成
】

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
２
ペ
ー
ジ
参
照【

賛
成
多
数
】

国
民
健
康
保
険
条
例

出
産
育
児
一
時
金
「
３５
万
円
」

を
「
３９
万
円
」
に
改
め
る

【
全
員
賛
成
】

以
上
３
件
の
専
決
処
分
は
審

査
の
結
果
承
認
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

田
布
施
町
麻
里
府
地
区
国
道

１
８
８
号
線
の
歩
道
拡
幅
に

つ
い
て

提
出
者
　
尾
津
東
自
治
会
長

久
楽
和
則
他
３
自
治
会
長

【
採
択
】

拡
大
生
産
者
責
任
（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）

と
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
の
法
制

化
を
求
め
る
意
見
書

　
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
の
氾
濫
や

廃
棄
物
処
分
場
の
確
保
の
問

題
、
更
に
は
ご
み
処
理
費
負

担
増
に
よ
る
基
礎
自
治
体
財

政
の
圧
迫
な
ど
、
ゴ
ミ
問
題

を
取
り
巻
く
状
況
は
ま
す
ま

す
深
刻
化
し
て
い
る
。
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
２
０

０
８
年
４
月
に
見
直
さ
れ
た

が
、
依
然
と
し
て
事
業
者
の

負
担
に
比
べ
て
市
町
村
の
負

担
が
大
き
く
、
ご
み
の
発
生

抑
制
や
再
使
用
の
促
進
な
ど

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
効
果
は
十
分
と
は
言
え

な
い
。

　
循
環
型
社
会
を
築
く
た
め

に
は
、
我
が
国
の
大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
・
大

量
リ
サ
イ
ク
ル
型
の
経
済
社

会
を
見
直
し
、
廃
棄
物
の
発

生
抑
制
、
再
使
用
を
優
先
す

る
社
会
を
築
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

生
産
者
が
、
生
産
過
程
で
ゴ

ミ
と
な
り
に
く
い
よ
う
な
製

品
を
作
り
、
使
用
済
み
製
品

の
回
収
・
資
源
化
ま
で
責
任

を
持
つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
処

理
・
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
の
す

べ
て
を
製
品
価
格
に
含
め
た

拡
大
生
産
者
責
任
（
Ｅ
Ｐ
Ｒ
）

の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
使
い
捨
て
容
器
に
は
デ



平成 23 年 7 月 22 日 山口県田布施町議会だより 第 110号 一 般 質 問 （４）

地域交流館

ソーラー外灯

　
本
町
の
防
災
計
画
の
見
直

し
は
あ
る
か
。
防
災
で
優
先

し
て
取
り
組
む
事
業
は
何
か
。

組
織
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

避
難
場
所
は
適
正
か
。
設
備

　
地
域
交
流
館
に
町
外
の
出

荷
者
が
出
荷
し
て
い
る
。
町

内
の
生
産
者
、
出
荷
者
と
競

合
し
て
町
内
の
生
産
者
等
が

不
利
益
と
な
っ
て
は
ダ
メ
。

　
指
定
管
理
者
制
度
で
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
施
設

で
あ
り
ス
ー
パ
ー
で
は
な
い
。

今
の
運
営
方
法
で
は
一
部
の

人
に
権
力
が
集
中
し
独
裁
的

な
運
営
に
な
っ
て
い
る
。

　
広
報
に
記
載
さ
れ
て
い
る

義
援
金
の
外
に
、
町
内
の
会

社
、
自
治
会
が
町
に
義
援
金

を
持
参
し
た
が
、
領
収
書
を

発
行
せ
ず
、
郵
貯
に
行
か
せ

　
田
布
施
地
域
交
流
館
の
指

定
管
理
を
受
け
て
い
る
協
同

　
義
援
金
は
広
報
に
記
載
さ

れ
て
い
る
６
７
６
万
円
。
指

摘
さ
れ
た
件
、
当
初
は
あ
っ

た
。
麻
郷
自
主
防
災
会
の

１
５
０
万
円
余
り
は
報
道
機

関
に
直
接
寄
付
さ
れ
た
の
で

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
義
援

金
配
布
の
遅
れ
は
被
災
地
の

行
政
機
能
の
低
下
や
喪
失
等

が
原
因
。
一
日
も
早
く
被
災

者
に
届
く
よ
う
願
っ
て
い
る
。

適正に運営されている  町　長

運営方法は正しいか　林　山

地域交流館

見
直
し
は
あ
る
か	 

林
山
　
健
二

早
急
に
配
布
を
　
　
　
　
林
　
山

全
般
を
洗
い
直
す
　
　
長
信
町
長

                    

尾
﨑
教
育
長

一
日
も
早
く
届
く
よ
う
願
う
　 

町
　
長

防
災
計
画

東
日
本
大
震
災
義
援
金

林山　健二　議員

６月定例会

Q

QQ A

A

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
県
が
１０
月
を
目
途
に
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
予
定
。

　
事
業
は
全
般
に
亘
り
洗
い

直
す
。
現
在
、
麻
郷
地
域
で

自
主
防
災
組
織
が
あ
り
、
東

田
布
施
、
麻
里
府
で
組
織
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
津
波
対

策
で
は
麻
里
府
小
が
避
難
訓

練
を
実
施
。
ソ
ー
ラ
ー
外
灯

は
研
究
し
て
み
た
い
。

A

は
ど
う
か
。
小
中
学
校
の
避

難
は
ど
う
指
導
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
夜
間
の
停
電
時
に

も
点
灯
し
て
い
る
ソ
ー
ラ
ー

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
外
灯
を
各
避
難
所

に
設
置
し
て
は
い
か
が
か
。

組
合
で
は
、
出
荷
規

定
の
例
外
と
し
て
、

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
副
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
協
議
を

し
て
、
協
同
組
合
に

有
益
と
判
断
し
た
場

合
、
町
内
外
に
関
わ

ら
ず
認
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
人
間
関

係
の
こ
と
は
コ
メ
ン

ト
し
な
い
。
適
正
に

運
営
さ
れ
て
い
る
と

思
う
。

た
り
、
麻
郷
自
主
防
災
会
の

多
額
の
義
援
金
が
公
表
さ
れ

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
に

義
援
金
が
配
布
さ
れ
て
い
な

い
。
早
急
な
配
布
を
望
む
。



一 般 質 問 山口県田布施町議会だより 第 110号平成 23年 7 月 22日（５）

　
私
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
超
高
速

デ
ー
タ
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
で
き
る
よ
う
要
望
し
て

き
て
い
る
。
本
町
の
電
話

７
０
０
０
回
線
、
そ
の
半
数

３
５
０
０
回
線
の
加
入
が
必

要
と
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ

っ
た
。
県
下
で
も
最
も
遅
れ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
本
町

導
入
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

を
含
む
「
地
域
主
権
関
連
３

法
」が
今
年
４
月
２８
日
成
立
、

５
月
２
日
公
布
さ
れ
た
。

　
改
正
の
中
で
「
町
の
基
本

構
想
の
策
定
の
義
務
の
廃

止
」
が
あ
る
。
本
町
で
は
９６

条
２
項
に
よ
り
「
基
本
計
画

を
議
決
事
項
」
と
し
た
条
例

が
あ
り
、
不
整
合
が
生
じ
る

が
、
ど
う
対
応
さ
れ
る
か
。

　
平
成
１８
年
に
策
定
さ
れ

た「
い
じ
め
根
絶
ア
ピ
ー
ル
」

は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
状
況
を
お
尋
ね

す
る
。

　
ま
た
小
学
校
か
ら
英
語

を
導
入
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い

る
か
。

　
さ
ら
に
、日
本
語
（
国
語
）

の
教
科
が
基
本
、
国
語
教

　
先
般
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か

ら
、
今
年
１０
月
を
目
途
に
田

布
施
町
内
に
お
け
る
光
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス

A Q

QQ 　
地
方
自
治
体
の
自
由
度
拡

大
の
た
め
の
改
正
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
平
成
１２
年
度

　
教
育
委
員
会
で

は
「
い
じ
め
根
絶

ア
ピ
ー
ル
」
の
更

な
る
推
進
を
図

り
、
い
じ
め
は
減

少
し
て
い
る
。（
別

表
）

　
こ
れ
は
社
会
全

A

A

議会側とも協議して対応  町　長

基本構想策定の義務廃止　高　川

地方自治法改正への対応

フレッツ光パンフレット

第 5 次田布施町総合計画

光
フ
ァ
イ
バ
ー
導
入
は 

高
川
　
喜
彦

１０
月
に
開
始
予
定
　
　
　
　
長
信
町
長

高
速
情
報
通
信
網

そ
の
後
の
状
況
を
尋
ね
る
　
高
　
川

い
じ
め
は
減
少
し
て
い
る 

尾
﨑
教
育
長

い
じ
め
根
絶
ア
ピ
ー
ル

の
開
始
を
予
定
し
て
い
る
と

の
お
話
が
あ
っ
た
。
詳
細
は

改
め
て
説
明
い
た
だ
く
が
、

こ
れ
を
足
が
か
り
と
し
て
町

内
の
高
速
情
報
通
信
網
の
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

に
基
本
計
画
を
議
決
事
項
と

す
る
条
例
を
定
め
て
い
る
。

　
法
制
度
上
不
整
合
な
状
態

と
な
る
が
、
基
本
構
想
廃
止

の
意
義
や
現
行
長
期
計
画
の

あ
り
方
も
検
討
し
、
議
会
側

と
も
研
究
の
場
を
設
け
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

高川　喜彦　議員

育
の
充
実
を
要
望

す
る
。

体
に
い
じ
め
を
許
さ
な
い
気

運
が
高
ま
り
、
教
育
相
談
の

充
実
や
学
校
と
保
護
者
や
関

係
機
関
等
の
連
携
が
緊
密
に

な
っ
た
等
の
成
果
で
あ
る
。

英
語
も
充
実
し
て
き
て
い
る
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国･

県
の
見
直
し
と
の
整

合
性
を
図
り
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
行
う
。

　
職
員
は
災
害
対
応
職
員
配

A

原
発
対
応
は
あ
る
か 

國
永
美
惠
子

見
解
を
問
う
　
　
　
　   

國
　
永

国･

県
と
の
整
合
性
を
図
る  

長
信
町
長

考
え
は
変
わ
ら
な
い
　
　
　   

町
　
長

地
域
防
災
計
画

上
関
原
発
計
画

國永美惠子　議員

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に

本
町
の
防
災
計
画
の
見
直
し

は
必
要
か
。
計
画
に
基
づ
き

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
庁
舎

内
で
の
徹
底
や
訓
練
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。
避
難
所
は
障

害
者
や
高
齢
者
へ
の
配
慮
が

さ
れ
て
い
る
か
。

　
伊
方
原
発
は
距
離
も
近

く
、
対
応
が
必
要
と
思
う
が

防
災
計
画
に
入
れ
な
い
の
か
。

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
は
収
束

見
通
し
の
な
い
ま
ま
３
ヵ
月

が
過
ぎ
た
。
原
発
は
安
全
が

大
前
提
で
あ
っ
た
は
ず
。

　
本
町
が
２０
㎞
圏
内
に
入
る

上
関
原
発
建
設
計
画
に
は
不

安
が
あ
る
。
こ
の
計
画
へ
の

町
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

　
伊
方
原
発
の
情
報
収
集
や

　
本
町
の
第
５

次
総
合
計
画
は

上
関
原
発
建
設

に
係
る
電
源
立

地
地
域
対
策
交

付
金
を｢

見
込

ん
で
い
な
い｣

と
言
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の

事
は
評
価
で
き

る
と
思
う
。

　
従
っ
て
、
今

後
、
交
付
金
が

皆
無
で
も
総
合

計
画
の
推
進
に

何
ら
影
響
は
な

　
原
子
力
発
電
所
の
立
地
は

国
策
で
あ
り
、
地
元
の
上
関

町
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
の

考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
伊
方
原
子
力
発
電
所
は
現

時
点
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を

採
る
べ
き
か
判
断
に
必
要
な

材
料
を
欠
く
。
国
の
方
向
性

　
総
合
計
画
は
策
定
段
階
で

は
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
を
見
込
ん
で
い
な
い
。
基

本
計
画
策
定
も
交
付
金
を
前

提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
将
来
的
な
財
源

と
い
う
観
点
か
ら
は
、
当
然

全
く
影
響
が
な
い
と
は
い
え

な
い
面
も
含
む
。

　
福
祉
関
係
が
薄
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

Q

Q

Q

A

A

影響がないといえない　 町　長

影響ないはず　　　　 國　永

総合計画の推進

体育センター障害者用トイレ

総合計画策定検討委員会

上関原発完成予想図（中国電力提供）

備
基
本
計
画
を
定
め
徹
底
を

図
っ
て
お
り
、
実
地
研
修
も

予
定
。
避
難
所
の
障
害
者
ト

イ
レ
設
置
は
検
討
し
た
い
。

　
原
子
力
発
電
所
は
、
県
が

防
災
計
画
に
入
れ
な
い
の
で

本
町
も
計
画
に
入
れ
な
い
。

い
と
考
え
る
が
、
交
付
金
の

有
無
は
影
響
し
な
い
か
。

町
民
の
安
全
対
策
は
可
能
か
。

を
見
極
め
な
が
ら
広
域
的
に

情
報
収
集
や
対
応
を
働
き
か

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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①
電
気
代
は
国
に
よ
り
条

件
が
違
う
の
で
比
較
で
き
な

い
②
原
発
発
電
所
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
は
化
石
燃
料
よ

り
少
な
い
③
山
口
県
知
事
の

判
断
な
の
で
言
及
し
な
い
。

答
え
る
必
要
が
な
い
の
で
調

べ
て
も
い
な
い
。
④
被
曝
の

影
響
な
ど
国
の
発
表
を
待

つ
。
町
の
原
発
立
地
へ
の
対

応
は
国
の
施
策
に
従
う
の
み
。

A

主
体
的
取
組
は 

　
　
　
岡
﨑
南
海
子

国
に
従
う
　
　
　
　
　
　
長
信
町
長

原
発
諸
問
題

岡﨑南海子　議員

　
国
の
原
発
行
政
は
不
安

定
。
町
の
主
体
的
取
組
み
を

　
高
齢
者
や
一
病
持
つ
人
の

た
め
の
、
静
か
だ
が
効
果
的

な
体
操
を
普
及
し
て
は
ど
う

か
。
そ
の
よ
う
な
研
究
は
あ

ち
こ
ち
で
さ
れ
て
い
る
。

　
ヨ
ガ
も
そ
う
だ
が
呼
吸
法

を
取
り
入
れ
た
も
の
。
病
院

に
行
か
な
く
て
す
め
ば
個
人

も
町
も
助
か
る
。
普
及
に
お

金
は
か
か
る
が
そ
れ
以
上
の

節
約
に
な
る
。

　
町
で
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
推
進
し
て
い
る
。
誰
も

が
参
加
で
き
る
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
高
齢
者

　
近
隣
市
町
で
は
地
域
の
弁

護
士
会
に
委
託
し
て
予
約
制

で
行
っ
て
い
る
。
田
布
施
町

で
は
行
っ
て
い
な
い
。｢

行

政
相
談｣

や
「
人
権
相
談
」

が
あ
る
。
ま
た
社
会
福
祉
協

議
会
で
「
困
り
ご
と
相
談
」

を
行
っ
て
い
る
。
無
料
法
律

相
談
の
開
設
予
定
は
な
い
。

国
や
山
口
県
社
協
が
行
う
無

料
法
律
相
談
を
紹
介
す
る
。

Q

QA

A

個人で実践すべき　　　　町　長

普及しては　　　　　　岡　﨑

虚弱者向けの体操

予定はない　　　　　　 町　長

町で開設しては　　  岡　﨑

　
田
布
施
町

で
無
料
法
律

相
談
会
を
開

い
て
ほ
し

い
。
周
辺
の

自
治
体
は
行

っ
て
い
る

が
、
そ
こ
の

住
民
し
か
行

か
れ
な
い
。

個
人
的
に
弁

護
士
相
談
に

行
く
に
は
お

金
が
か
か
り

す
ぎ
る
。
個

人
と
個
人
の

無料法律相談

太極気功教室

期
待
し
て
尋
ね
る
。
①
原
発

が
日
本
の
電
気
代
を
世
界
一

高
く
し
て
い
る
②
発
電
の
前

後
に
膨
大
な
二
酸
化
炭
素
を

出
す
③
上
関
原
発
の
調
査
不

正
と
許
可
手
順
ま
ち
が
い
④

微
量
被
曝
無
害
宣
伝
と
は
。

こ
れ
ら
へ
の
見
解
は
。
ま
た

独
自
の
研
究
努
力
を
し
た
か
。

や
一
病
持
つ
人
の
た
め
の
体

操
普
及
は
対
象
が
取
り
ま
と

め
に
く
い
か
ら
で
き
な
い
。

個
人
が
日
常
生
活
の
中
で
自

分
に
合
っ
た
体
操
を
実
践
す

べ
き
で
あ
る
。

間
の
争
い
だ
け
で
な
く
、
行

政
と
私
人
と
の
間
の
争
い
も

深
刻
な
問
題
と
し
て
多
く
あ

る
。

Q
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東
日
本
大
震
災
で
福
島
第

一
原
発
は
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
。
町
民
は
上
関
原
発

藤山　巖　議員

中
止
を
申
し
入
れ
よ
　
　
藤
山
　
巖

立
場
に
な
い
　
　
　
　  

長
信
町
長

上
関
原
発
計
画

が
出
来
れ
ば
福
島
の
二
の
舞

に
な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て

い
る
。
町
長
は
福
島
の
事
故

　
原
発
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
一
環
で
建
設
は
上
関

町
が
判
断
さ
れ
る
事
だ
。
国

の
原
子
力
政
策
が
見
直
さ
れ

新
た
な
安
全
対
策
、
安
全
基

準
が
示
さ
れ
な
い
現
時
点
で

上
関
原
発
の
是
非
は
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
。
又
、
中
国
電

力
に
建
設
計
画
の
賛
同
、
反

対
の
申
し
入
れ
を
す
る
立
場

に
な
い
。

A

Q

　
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
危
惧
さ
れ
る
東
南

海
・
南
海
地
震
に
対
す

る
津
波
対
策
が
急
務
だ
。

地
震
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
作
成
し
て
各
戸
に

配
布
さ
れ
て
い
る
が
、

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
な
い
。

　
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
と
津
波
に
備
え
た

集
落
ご
と
の
高
台
避
難
場
所

等
の
整
備
が
急
が
れ
る
と
考

え
る
が
。　

津
波
等
の
災
害
時

に
お
け
る
的
確
な
情

報
伝
達
や
迅
速
な
避

難
誘
導
を
行
う
う
え

か
ら
自
主
防
災
組
織

の
設
置
が
急
が
れ
る

が
、
現
在
麻
郷
地
区

に
組
織
さ
れ
て
い
る

だ
け
だ
。
海
岸
部
の

麻
里
府
地
区
や
田
布

施
川
河
口
に
隣
接
し

た
東
田
布
施
地
区
に

設
立
す
る
考
え
は
な

い
か
、
あ
れ
ば
推
進

　
本
町
の
地
域
防
災
計
画
は

１０
月
を
目
途
に
示
さ
れ
る
山

口
県
の
地
域
防
災
計
画
を
受

　
自
主
防
災
組
織
は
、洪
水
、

地
震
、
台
風
等
あ
ら
ゆ
る
災

害
か
ら
人
命
を
守
る
地
域
ぐ

る
み
の
対
応
組
織
と
し
て
不

可
欠
だ
。
町
連
合
自
治
会
等

で
呼
び
掛
け
て
い
る
が
現
在

は
麻
郷
地
区
だ
け
だ
。

東
田
布
施
地
域
は
今
年
中
に

結
成
さ
れ
る
見
通
し
で
、
ま

た
、
麻
里
府
地
域
は
結
成
を

働
き
か
け
て
い
る
。

Q

Q

A

A

全自治会に呼びかける   町　長

１０ｍ未満地域を調査中　　   町　長

結成の推進状況は  藤　山

津波対策を急げ　　　  藤　山

自主防災組織

東南海・南海地震

を
座
視
す
る
に
忍
び
な
い
気

持
ち
と
察
す
る
が
こ
の
際
、

原
発
ノ
ー
の
意
思
を
明
確
に

し
上
関
原
発
計
画
中
止
を
申

し
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

け
て
見
直
し
た
い
。
そ
れ
迄

の
間
の
災
害
対
応
と
し
て
現

在
、
町
独
自
で
高
台
等
町
内

の
１０
メ
ー
ト
ル
未
満
の
地
域

を
対
象
に
地
形
や
堤
防
等
の

実
態
調
査
中
で
、
調
査
が
終

了
し
次
第
色
分
け
し
た
地
図

を
作
成
し
た
い
。

上関原発予定地（中国電力提供）

麻郷地域自主防災会事務局（麻郷公民館）

尾津漁港（麻里府）

状
況
を
聞
く
。
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対
応
は
　
　
　
　
　
　
　  

向
　
井

国
・
県
の
対
応
を
待
つ
　
　    

町
　
長

交
付
金
及
び
防
災
計
画

積
極
的
に
参
加
し
て
は
　
　
河
　
内

有
望
な
事
業
と
し
て
検
討
　
　
町 

長

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画

河内　賀寿　議員

向井　恒夫　議員

　
昨
年
、
麻
郷
小
で
開
催
の

敬
老
会
は
、
お
弁
当
を
そ
の

場
で
食
べ
た
人
は
わ
ず
か
一

人
、
他
は
皆
持
ち
帰
り
だ
っ

た
。
机
の
用
意
な
ど
関
係
す

る
。

　
体
が
弱
く
会
場
に
こ
ら
れ

な
い
方
の
不
公
平
感
も
考

え
、
町
内
で
の
み
使
用
で
き

　
上
関
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
の
交
付
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
手
続
き
は
如
何
な

っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
本
町
の
防
災
計
画

に
つ
い
て
、
防
災
に
関
心
が

高
い
住
民
の
意
向
が
反
映
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
進
展
し
て
い
る

か
。
今
後
の
町
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
孫
社
長

は
５
月
２５
日
、
地
方
自
治
体

と
組
ん
で
大
規
模
太
陽
光
発

電
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
事
業

を
始
め
る
と
発
表
し
た
。

　
休
耕
田
、
耕
作
放
棄
地
、

工
場
の
屋
上
等
い
ろ
ん
な
ケ

ー
ス
で
試
し
、
自
治
体
の
財

政
負
担
も
か
け
な
い
と
の
事
。

ノ
ン
リ
ス
ク
で
、
町
も
計
画

に
積
極
的
に
参
加
し
て
は
。

　
町
内
８
会
場

で
実
施
の
敬
老

会
で
、
麻
郷
と

東
田
布
施
地
区

は
机
が
な
く
椅

子
の
み
の
、
会

場
設
営
で
あ
る
。

机
の
準
備
が
で

き
れ
ば
解
決
で

き
る
と
考
え
る
。

本
年
度
は
両
小

学
校
で
不
足
す

る
机
を
両
地
区

の
公
民
館
か
ら

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
へ
関
心
が
高
ま
る
中
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
協
議
会
へ
県

も
参
加
の
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設

の
誘
致
へ
の
取
り
組
み
は
地

域
に
と
っ
て
も
有
望
な
事
業

と
考
え
る
。
土
地
の
確
保
雇

用
の
創
出
や
経
済
の
活
性

化
、
財
源
の
確
保
な
ど
総
合

的
に
勘
案
し
て
検
討
す
る
。

　
本
町
の
職
員
給

与
は
、
地
方
公
務

員
の
動
向
、
国
・

県
の
情
報
を
参
考

に
対
処
し
て
い
く
。

ま
た
、
職
員
数
は

現
在
１
２
６
名
で

あ
り
、
今
後
４
年

間
で
３０
名
余
り
の

定
年
退
職
者
が
想

定
さ
れ
る
の
で
、

　
交
付
金
は
現
時
点
で
は
、

国
の
方
針
が
は
っ
き
り
せ
ず

併
せ
て
県
の
対
応
も
確
認
が

取
れ
ず
、
交
付
手
続
き
を
進

め
る
状
況
で
は
な
い
。
今
後

の
新
た
な
情
報
を
基
に
対
応

し
た
い
。

　
防
災
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
の
防
災
計
画

及
び
関
係
法
令
の
改
定
に
沿

っ
た
見
直
し
に
取
り
組
む
。

Q

Q

Q

A

A

A

A

会場設営改善で対応 長 信 町 長

国・県を参考に対処  長 信 町 長

見直しては　　　　 河内　賀寿

今後の方針と取組みは　向井　恒夫

敬老会のお弁当

　
現
在
、
国
の
情
報
で
は
国

家
公
務
員
の｢

数｣

と
給
与

が
引
下
げ
ら
れ
る
と
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

は
こ
れ
ま
で
県
の
人
事
院
勧

告
に
沿
い
職
員
給
与
を
決
定

し
て
き
た
。
今
後
は
ど
う
改

革
が
進
め
ら
れ
る
か
。
ま
た
、

職員給与と要員計画

昨年の麻郷地区敬老会

事
務
量
の
見
直
し
を
含
め
、

弾
力
的
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

る
お
弁
当
券
や
食
事
券
な
ど

の
配
付
に
見
直
し
て
は
。

用
意
し
、
会
場
で
食
事
等
が

し
や
す
い
よ
う
改
善
対
応
す

る
。
券
配
付
は
考
え
て
い
な

い
。

Q

一
方
職
員
数
は
減
少
（
定
年

退
職
）
し
て
い
く
。
今
後
の

方
針
と
取
組
み
に
つ
い
て
聞

く
。



平成 23 年 7 月 22 日 山口県田布施町議会だより 第 110号 意 見 書 （１０）

　去る３月１１日に発生した東日本大震災は、死者・行方不明者２万４千人を超える未曾
有の被害をもたらした。東京電力の福島第一原子力発電所では、地震による大津波によっ
て原子炉等の冷却機能が失われるという深刻な事態が３か月を経た今も続いており、一刻
も早い収束を願って止まない。
　今回の事故を受け、上関原子力発電所建設計画のある上関町と同じ郡内の議会として、
今後、国が検討を進めていくにあたり、下記の要望を行う立場にあるものと考える。

　エネルギー政策は、国の社会・経済全般に影響を及ぼす極めて重要な問題であり、資源
小国である我が国が、今後、どのようなエネルギー政策を取るのかを明確化すること、そ
して、原子力発電を引き続きエネルギー政策の柱の一つとして進めていくという選択をす
るのであれば、その選択に国民の理解を得ることは、国の責務である。その場合、安全の
確保と住民の安心が大前提であることは言うまでもなく、安全基準の見直しと安全対策や
防災体制の整備、それらに関する情報公開に国として最大限の取り組みを行うことが不可
欠である。
　田布施町は、上関町が昭和６０年９月、中国電力上関原子力発電所誘致を決定されて以来、
原子力発電所の安全性確保を絶対条件とし、原子力エネルギーへの転換を国策とする国の
方針に沿って、上関町の政策選択が第一義に尊重されるべきとしてきた経緯がある。田布
施町は上関原子力発電所建設予定地からは１２〜２０キロ圏内、伊方原発からは６０キロ圏内
にあり、風向きによれば原子力発電所からの風を直に受けることが多い位置にある。
　これらのことから、国、政府に対し、下記の項目を強く要望するとともに、山口県に対
しても提出し、県としても国に要望するよう求める。

記

１．上関原子力発電所建設工事は、安全性が確立されるまで凍結すること。

２．福島第一原子力発電所事故原因を徹底究明し、安全対策へ反映すること。

３．既設の原子力発電所の安全審査及び安全管理並びに事故が起きたときの対処方法を確

　　立すること。

４．我が国における自然エネルギーを利用した発電計画を早急に取り組むこと。

５．地域住民の理解・安全につながる情報公開と原子力防災体制を整備すること。

　　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２３年６月２１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口県田布施町議会　

上関原子力発電所
　　建設に関する意見書
上関原子力発電所
　　建設に関する意見書

　田布施町議会は、６月定例会において、上関原発に関する意見書の提出を決め、
６月２２日、内閣総理大臣、経済産業大臣、衆議院議長、参議院議長、山口県知事宛
提出しました。



山口県田布施町議会だより 第 110号平成 23年 7 月 22日（１１）読者の感想

知
の
通
り
放
射
能
で
日
本
で

は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
安
全
神
話
は
お
と
ぎ

話
に
な
っ
た
。
目
の
前
の
上

関
原
発
に
つ
い
て
、
議
会
で

も
っ
と
議
論
を
お
願
い
し
た

い
。

Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
（
６０
歳
代
男
性
）

　
表
紙
を
飾
る
春
爛
漫
の
桜

満
面
の
笑
み
、
ま
さ
に
“
笑

顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ

い
ま
ち
田
布
施
“
を
象
徴
す

る
風
景
で
す
。
た
だ
、
今
回

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

悲
惨
な
状
況
を
思
う
と
き
、

複
雑
な
思
い
に
か
ら
れ
ま
す
。

　
本
紙
で
も
原
発
に
関
す
る

問
題
等
が
提
起
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
教
訓
と
し
て
受
入
れ

「
安
全
安
心
」
の
町
を
強
固

な
も
の
と
す
る
た
め
、
町
民

行
政
、
議
会
が
一
体
と
な
っ

て
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
て
、
そ
う
し
た
中
、
本

年
度
は
補
正
を
含
め
約
６０
億

円
余
の
予
算
と
な
っ
て
い

る
。
限
ら
れ
た
厳
粛
予
算
の

中
で
財
政
健
全
化
を
目
指
し

た
諸
対
策
は
具
体
的
で
分
か

り
や
す
い
が
、
更
な
る
行
財

政
改
革
を
期
待
し
ま
す
。

Ｎ
・
Ｋ
さ
ん
（
５０
歳
代
男
性
）

　
今
回
号
は
内
容
豊
富
で
２０

ペ
ー
ジ
。
平
成
２３
年
度
当
初

予
算
や
定
例
会
の
一
般
質
問

よ
り
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
の
記

述
を
幾
度
と
な
く
、
熟
読
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
第

５
次
総
合
計
画
は
次
代
へ
の

大
切
な
施
策
で
あ
り
、
田
布

施
の
自
慢
が
住
み
良
さ
山
口

県
一
の
実
現
に
向
け
て
効
率

的
・
効
果
的
、
且
つ
着
実
に

進
め
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　
た
だ「
実
質
公
債
費
比
率
」

「
将
来
負
担
率
は
県
下
ワ
ー

ス
ト
〜
」
な
ど
不
安
に
思
う

文
言
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
解

説
文
が
あ
る
と
財
政
の
ひ
っ

迫
感
が
伝
わ
る
よ
う
に
も
感

じ
ま
し
た
。

Ｏ
・
Ｋ
さ
ん
（
６０
歳
代
男
性
）

　
田
布
施
町
に
電
源
３
法
の

交
付
金
が
１５
億
６
８
０
０
万

円
配
分
決
定
さ
れ
た
。

　
町
財
政
か
ら
み
れ
ば
棚
か

ら
ぼ
た
餅
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
安
全
で
な
ん
の
関

係
も
な
か
っ
た
ら
、
国
が
大

金
を
交
付
す
る
だ
ろ
う
か
？

某
議
員
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
万
一
の
事
故
を
予
測

し
て
の
一
時
金
に
思
え
る
。

　
今
、
東
電
福
島
原
発
で
周

Ｉ
・
Ｋ
さ
ん
（
６０
歳
代
男
性
）

　
久
々
の
彩
り
鮮
や
か
な
議

会
だ
よ
り
、
新
議
会
構
成
ス

タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
と
い
う
新
議

長
の
決
意
に
拍
手
で
す
。
小

生
が
、
か
ね
て
よ
り
主
張
し

て
い
る
日
曜
日
ま
た
は
土
曜

日
の
議
会
開
催
を
是
非
検
討

願
い
た
い
。
家
族
揃
っ
て
議

会
傍
聴
が
で
き
ま
す
よ
う

に
！

　
今
号
の
秀
逸
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
５
女
史
の
議
会
傍

聴
記
。
鋭
い
指
摘
に
感
心
す

る
ば
か
り
。見
る
と
聞
く（
読

む
）
で
は
大
違
い
。

小
生
も
議
会
に
足
を
運
び
た

い
が
…
。

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
で
、
第

５
次
総
合
計
画
の
審
査
内

容
、
概
要
だ
け
は
、
つ
か
め

ま
し
た
。
基
本
計
画
も
議
決

事
項
に
と
い
う
事
情
も
。
こ

れ
か
ら
の
具
体
化
・
実
施
に

向
け
て
一
層
の
ウ
オ
ッ
チ
を

議
員
諸
氏
に
期
待
し
ま
す
。

　
実
名
入
り
の
反
対
討
論
と

各
議
員
の
質
疑
、
よ
〜
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
の
議
員
選
挙
時
の
大
い
な

る
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

読んでの感想です109号を

　
２
年
に
亘
っ
て
の
本
紙
の

モ
ニ
タ
ー
、
い
い
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
熟
読
し
、

し
っ
か
り
自
分
の
意
見
を
持

つ
町
民
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｎ
・
Ｋ
さ
ん
（
６０
歳
代
男
性
）

　
表
紙
の
写
真
が
白
黒
で
は

な
く
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る

の
で
と
て
も
感
じ
が
よ
い
で

す
。
桜
満
開
の
も
と
に
子
ど

も
が
い
る
構
図
は
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
の
一
般
質

問
で
一
つ
は
総
合
計
画
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
縦
割
り

行
政
で
は
難
し
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
質
問
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
計
画
は
町
政
の
重

要
課
題
の
一
つ
と
思
い
ま
す

の
で
是
非
、
実
現
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
他
の
質

問
で
尾
津
漁
港
高
潮
対
策
の

早
期
実
施
を
要
望
さ
れ
て
い

る
が
こ
の
度
の
東
日
本
大
津

波
も
あ
り
、
あ
る
専
門
家
は

こ
の
３０
年
の
間
に
四
国
の
南

沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震

（
大
津
波
）
の
発
現
を
予
想

し
て
い
る
。
早
急
に
防
潮
壁

が
完
成
す
る
よ
う
期
待
し
ま

す
。

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん
（
４０
歳
代
女
性
）

　
最
後
の
感
想
文
と
な
り
ま

し
た
が
、
一
年
間
こ
ん
な
に

真
剣
に
議
会
だ
よ
り
を
読
ん

だ
こ
と
は
今
ま
で
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
し
、
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
携
わ
る
こ
と
で
、
田
布

施
町
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
、
ま
た
、
よ
り
良
く
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震

災
で
は
地
震
の
被
害
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
原
発
事
故
は

と
て
も
他
人
事
と
は
思
え
ず

非
常
に
深
刻
な
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
も
し
山
口
県
で
同

じ
規
模
の
地
震
が
起
こ
っ
た

ら
、
上
関
に
建
設
し
よ
う
と

し
て
い
る
原
子
力
発
電
所
は

い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
と

て
も
不
安
に
な
り
ま
す
。

今
一
度
原
発
建
設
を
慎
重
に

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

麻
里
府
の
Ｋ
・
Ｅ
さ
ん
よ

り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
紙
面
の
都
合
で
掲
載

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成23年 7 月 22日 山口県田布施町議会だより 第110号（１２）

地球資源保護のため再生紙を使用しています。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら

三
ヶ
月
が
経
ち
、
懸
命

の
復
旧
作
業
が
続
い
て

い
る
。
未
だ
に
行
方
不

明
者
は
８
千
人
以
上
。

　
陸
上
の
瓦
礫
は
２
千

万
ト
ン
を
超
え
、
海
中

の
瓦
礫
は
全
容
さ
え
掴

め
て
い
な
い
。
そ
れ
に

加
え
原
発
問
題
が
復
旧

作
業
を
困
難
に
し
て
い

る
。

　
原
発
の
安
心
安
全
神

話
は
崩
れ
た
。
今
日
ま

被災地に思いを馳せて

石田　修一

で
の
我
国
は
目
ざ
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
て
き
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
経

済
的
効
率
が
最
優
先
と

な
っ
て
い
た
。
３
・
１１

以
降
国
民
の
意
識
は
変

っ
た
。「
安
全
で
ク
リ
ー

ン
な
生
活
環
境
が
最
も

大
切
」
と
言
う
事
を
再

認
識
し
た
。
今
は
被
災

地
の
早
期
復
興
を
願
い
、

出
来
る
限
り
の
支
援
を

し
な
が
ら
元
気
を
送
り

続
け
た
い
。

　
今
朝
も
猿
が
倉
庫
の

ト
タ
ン
屋
根
を
叩
く
音

で
目
が
覚
め
る
。
妻
が

猿
と
睨
み
あ
う
。
何
時

も
猿
が
勝
つ
。
悔
し
が

っ
て
妻
が
バ
ケ
ツ
を
叩

く
。
猿
は
木
に
登
り
枝

を
揺
す
り
威
嚇
す
る
。

山
が
荒
廃
し
竹
林
が
増

え
た
。
自
然
を
破
壊
す

る
人
間
達
へ
の
動
物
の

戒
め
か
。
か
つ
て
見
な

か
っ
た
猿
や
猪
が
里
に

下
り
て
き
た
。
野
菜
、

果
物
な
ん
で
も
食
い
荒

ら
す
。

撃
退
法
を
専
門
家
か
ら

聞
く
。
花
火
・
爆
竹
も

慣
れ
れ
ば
効
果
な
し
。

斯
く
し
て
我
家
の
畑
は

全
滅
。
私
も
猿
に
負
け

て
知
人
の
畑
を
借
り
て

野
菜
作
り
に
励
ん
で
い

る
。

猿
・
猪
・
狸
・
狐
…
ま

る
で
我
家
の
周
り
は
サ

フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
だ
。

木本　睦博

猿

　
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す

◎
議
会
だ
よ
り
第
１
１
０
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
本
紙
が
皆
様
の
お
手
元
に

届
く
の
は
「
大
暑
」
の
頃
で

１
年
の
う
ち
で
一
番
暑
い
と

き
で
す
。

　
ち
な
み
に
気
象
庁
が
昭
和

５１
年
か
ら
観
測
を
始
め
て
以

来
、
こ
の
地
域
の
最
高
気
温

は
、
平
成
６
年
７
月
１６
日
と

昨
年
８
月
１８
日
の
３６
・
５
度

だ
そ
う
で
す
。
今
年
は
１５
％

の
節
電
の
こ
と
も
あ
り
、
熱

中
症
な
ど
特
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

◎
６
月
議
会
で
は
、
福
島
原

子
力
発
電
所
の
深
刻
な
事
故

に
起
因
し
て
周
南
市
議
会
は

じ
め
近
隣
市
町
の
議
会
が「
原

子
力
発
電
所
」
に
関
す
る
意

見
書
を
相
次
い
で
議
決
し
ま

し
た
。
本
町
で
も
一
般
質
問

や
意
見
書
に
つ
い
て
町
民
の

気
持
ち
を
代
弁
し
て
真
剣
に

議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
議
論

を
集
約
し
た
の
が
本
町
の
意

見
書
で
す
。
本
紙
１０
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

◎
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の

９
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　
９
月
８
日
か
ら
１６
日
ま
で

の
９
日
間
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
（
一
般
質
問
は
８

日
）。
正
式
に
は
、
９
月
５

日
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会

で
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

議
会
事
務
局
（
☎
５２
ー
５
８
０

０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

　「
議
会
だ
よ
り
」
が
１
人
で

も
多
く
の
人
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
設
け
て
、
感
想
や
意
見
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
度
、
町
内
５
校
区
よ
り

１０
名
の
方
々
に
今
回
発
行
の

第
１
１
０
号
か
ら
一
年
間
、

モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

増
原
　
雅
一
　
　（
西
　
山
）

平
永
　
芳
子
　
　（
宿
　
井
）

髙
田
　
洋
二
　
　（
波
野
市
）

高
瀬
し
づ
え
　
　（
上
　
ゲ
）

山
下
　
　
博
　
　（
中
　
西
）

新
本
由
美
子
　
　（
砂
　
田
）

大
下
　
健
司
　
　（
新
　
川
）

山
田
　
淑
子
　
　（
蓮
　
輪
）

川
向
　
　
實
　
　（
尾
津
西
）

中
元
　
一
夫
　
　（
尾
津
中
）

皆
さ
ん
に
は
、
毎
号
講
評
や

感
想
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
今

年
１０
年
目
を
迎
え
ま
す
。
新

た
に
就
任
し
て
い
た
だ
く
皆

様
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
こ
の
た
び
別
府
中
郷
の
Ｋ
・

Ｅ
さ
ん
か
ら
議
会
傍
聴
の
原

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
紙

面
の
都
合
上
掲
載
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
議
会

と
本
紙
に
お
寄
せ
い
た
だ
く

関
心
と
寄
稿
に
編
集
委
員
一

同
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。


